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研究成果の概要（和文）：スイスの作家フリードリヒ・デュレンマット(1921-1990)は初期から一貫して、世界を人間
理性では理解できない「迷宮」として描き出しているが、後期になるとさらに、人間は世界どころか自分自身のことさ
え正しく理解できないのではないかという問いを立てる。晩年の作品『素材』は文学的素材の歴史を語ることで作家の
人生を語るという特異な自伝であるが、これはそもそも「本当の人生」を描くものとしての自伝を書くことは不可能で
あるとデュレンマットが考えているからである。作家が頭の中で考え出した文学的素材の歴史を語ることによって人生
を語るという自伝のあり方は、「考えたこともまた現実の一部である」という認識に基づく。

研究成果の概要（英文）：One of the most important motifs in the works of the Swiss writer Friedrich Duerre
nmatt (1921-1990) is Minotaur in a labyrinth. Minotaur is a metaphor of the human being who has only limit
ed capacity to recognize the world. The labyrinth is the world in which we exist, and the world as labyrin
th is impenetrable for us. Furthermore, Duerrenmatt in his latter period (especially in the novel "Der Auf
trag" and in the film script "Midas") asks if a human can understand himself. In his last work "Stoffe" (1
981/1990) Duerrenmatt talks about a history of his literary materials as a kind of autobiography, because 
it is impossible for him to write an autobiography as a "real" history of his life. Literary materials are
 what the author thinks of. This idea to write a history of literary materials as an autobiography is base
d on the idea that thoughts are also a part of the reality.
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１．研究開始当初の背景 
 20 世紀のドイツ語圏スイス文学を代表す
る作家フリードリヒ・デュレンマット
(1921-1990)は、1950 年代から 60 年代の初
めにかけて発表した戯曲によってその名声
を確立した。デュレンマット研究が世界中で
さかんに行われた時期は、デュレンマット自
身が劇作家として活躍した時期にほぼ重な
っている。1973 年に喜劇『加担者』の初演
が大失敗したのをきっかけに、デュレンマッ
トは長期にわたって劇作家として危機的状
況に陥り、結局は演劇と決別することを宣言
するに至るが、それとともにデュレンマット
研究も下火になってしまう。今日ではデュレ
ンマットは、50～60年代に書かれた喜劇と、
同時期に書かれてベストセラーになった推
理小説の作者として知られているにすぎな
い。 
 しかし、実際にはデュレンマットは『加担
者』の失敗以降も精力的に執筆活動を続け、
1980年から亡くなるまでの 10年間に書かれ
た作品は、38 巻からなる決定版全集のうち、
実に 8巻にもおよぶ膨大なもので、その質の
高さは 50～60 年代の作品を凌ぐほどである。
特に最晩年の自伝的散文『素材』(1981/1990)
は、発表当初から文芸批評家たちの間で非常
に高い評価を受けてきた。なぜなら、それが
文学的素材の歴史を語ることを通じて作家
の人生を語るという、まったく新しいタイプ
の自伝だったからである。また『素材』は、
デュレンマットの作品を理解する上で新し
い視点を与えるものでもあった。 
このように、デュレンマットの晩年の作品
はもっと広く読まれ、研究されるべきもので
あるにもかかわらず、実際には『素材』によ
ってもドイツ語文学研究者たちの間で再び
デュレンマット熱が呼びさまされることは
なく、デュレンマットを国民作家として称揚
するスイス本国でしか目立った研究成果は
挙げられていない。 
スイスではベルン大学とスイス国立図書
館の研究者たちを中心にプロジェクトを立
ち上げ、1991 年にベルンのスイス国立図書
館に寄贈された遺稿のうち、『加担者』関連
のものを詳細に検討して、最晩年の作品『素
材』と、1976 年に本として出版された喜劇
『加担者』につけられた長大な後書きとの間
に、密接な関係があることを裏付けた。『加
担者』の後書きの中でデュレンマットは戯曲
の失敗の原因について考察しているのだが、
作品とそこに描かれている登場人物のみな
らず、作者である自分自身についても考察を
重ねるうちに、「自分自身を素材にすること
ができるか」という問題に直面することにな
り、それが『素材』を書くきっかけになった
のである。この成果によって、それまで大き
な断絶があるとみなされてきたデュレンマ
ットの中期の作品と晩年の作品との間の密
接な関連が明らかになった。また、『素材』
の遺稿が 20 年近く書き続けられたものであ

ったことも、スイス・プロジェクトチームの
調査によってわかった。だが、彼らの研究の
中心的課題は遺稿によってたどる作品の成
立史であって、個々の作品の詳細な分析にま
では至っていないため、本研究では特に『加
担者』の失敗以降の、演劇と決別した後の作
品に焦点を当てることで、デュレンマットを
劇作家以上の存在として再評価することを
試みた。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、デュレンマットの晩年の作品、
特に映画台本『ミダス、あるいは黒いスクリ
ーン』(1970/1980-84/1990)と中編小説『依頼』
(1984-1986)、自伝的散文『素材』(1981/1990)
を認識論的観点から分析し、自伝／伝記文学
の可能性と不可能性について考察すること
を目的とした。 
 先にも述べたように、デュレンマットが
『素材』を書くきっかけになったのは、「自
分自身を素材にすることができるか」という
問いであった。つまり、人間は言語を用いて
自分をとりまく世界を正しく、完全に表現で
きないだけでなく、自分自身のことをも表現
できないのではないか、それ以前に、人間は
世界どころか自分自身のことさえ正しく認
識できないのではないか、という問いである。
この問いは、真実の人生を描くものとしての
自伝を書くことが可能かどうか、という問題
にもつながっている。 
このような問題意識で晩年の作品をよく
見ると、『素材』の他にも、殺された実業家
の人生を映画というメディアを使って再構
築しようとするが失敗する『ミダス、あるい
は黒いスクリーン』や、ある女性が家出して
殺害されるまでの足取りを、やはりドキュメ
ンタリー映画として再構成しようとするが
失敗する『依頼』(1984-1986)など、自伝／伝
記の不可能性をテーマにした作品が数多く
あることがわかる。また、これらの作品がい
ずれも推理小説仕立てになっていることか
ら、デュレンマットにおいては自伝の問題は、
初期の推理小説が扱ってきた認識論的な問
題が根底にあることが推測できるため、本研
究では自伝／伝記の不可能性をテーマとし
たこれらの作品を認識論的な観点から分析
し、デュレンマットが最終的に『素材』で提
示した新しい自伝の可能性を探ることを目
的とした。 
 
３．研究の方法 
 デュレンマットの後期の作品を具体的に
分析するという方法を取った。その際、出版
されたものだけでなく、ベルンの国立図書館
に所蔵されている遺稿も適宜参照した。研究
は次のような手順で行われた。 
 
(1)デュレンマットの後期の作品、特に『ミ
ダス』と『依頼』において、認識論の問題が
どのように扱われているか考察する。 



 
(2)『ミダス』と『依頼』を自伝／伝記の可
能性という観点から分析する。 
 
(3)『素材』の、自伝としての特殊性という
観点から分析する。比較対象として、デュレ
ンマットと同時代に活躍したスイス人作家
マックス・フリッシュ(1911-1991)の自伝風
短編小説『モントーク』(1975)を取り上げる。 
 
４．研究成果 
(1)デュレンマットにとって世界は不可解な
ものであり、作品中でその世界観を表すとき
は「迷宮」と「ミノタウロス」のメタファー
が好んで用いられる。迷宮に閉じ込められた
ミノタウロスの比喩は、世界は人間理性では
理解できないものであることを意味すると
同時に、人間が限られた認識力しか持ってい
ないことをも意味する。同じくギリシア神話
由来のミダスは、世界／現実を言語と映像と
いうメディアを使って描くことが可能か否
かという問題を扱うために導入されたモチ
ーフである。 
 
(2)映画台本『ミダス』は殺された主人公の
生涯を再構成する試みという体裁をとって
いる。死んだ人間が生きた姿で登場すること
は現実には不可能だが、ヴァーチャルな世界
では可能である。この点を十分に意識した作
りになっている本作品は、映画の虚構性を示
すと同時に、視覚的な情報が虚偽である可能
性も存在することを示している（特に遺稿の
第 11 稿）。 
 
(3)中編小説『依頼』も映像を使って殺人事
件を再現しようとするが、失敗する話である。
この作品では殺されたはずの人が生きてい
ることが判明し、ある人物を当人だとアイデ
ンティファイすることの不確実性が問題と
なる。これは、人間は世界どころか自分自身
のことさえ正しく認識できないのではない
かという問いでもある。この問いが、自伝を
書くことはそもそも可能なのかという問い
につながっていく。 
 
(4)『ミダス』はまた、ギリシア神話から題
材を得ているという点で、短編小説『ミノタ
ウロス』(1984/85)や、オイディプス神話を
扱った『巫女の死』(1976)と密接に関係して
いる。いずれの作品も、人間の理性と認識能
力の限界をテーマとしている。 
 
(5)『ミノタウロス』と『巫女の死』におい
ても、『依頼』と同様、ある人物を当人だと
同定することの不確実性が問題になってい
る（『ミノタウロス』ではミノタウロスの、『巫
女の死』ではオイディプスのアイデンティテ
ィが問題となる）。彼らの自己理解は、第三
者の目に映る彼らの姿とは異なるものであ
る。さらにその第三者が複数いれば、複数の

理解が生まれる。このようにして唯一絶対の
人物像が存在しないことが明らかになる。 
 
(6)これらの作品はすべて殺人事件をめぐる
ストーリーであるという意味で、一種の推理
小説となっている。デュレンマットの作品に
おいては、「犯人は誰か？」という問いは「私
は何者か？」という問いにシフトする。 
 
(7)短編小説『巫女の死』は、喜劇『加担者』
の長大な後書きの中に収められているが、こ
の後書きが晩年の自伝風散文『素材』へと発
展していった。 
 
(8)『素材』は文学的素材の歴史を語ること
で作家の人生を語るという特異な自伝であ
るが、このような書き方になっているのは、
そもそも本当の人生を描くものとしての自
伝／伝記を書くことは不可能であるとデュ
レンマットが考えているからである。 
 
(9)作家のあれこれの経験ではなく、頭の中
で考え出した文学的素材の歴史を語るとい
う自伝のあり方は、「考えたこともまた現実
の一部である」というデュレンマットの認識
に基づいている。このような認識は『素材』
とほぼ同時進行で書かれた『ミダス』にも見
られる。 
 
(10)『素材』に収められた最後のエピソード
「脳」では、この「考えられたこともまた現
実の一部である」というアイデアが最もラデ
ィカルな形で表現されている。つまり、この
エピソードにおいては、人類の歴史が、ひと
つの脳の考え出したものとして語られてい
るのである。 
 
(11)デュレンマットと同時代に活躍したス
イス人作家マックス・フリッシュも、自伝／
伝記の不可能性の問題に取り組んでいる。フ
リッシュは自伝風短編小説『モントーク』に
おいて、一見フィクションを排した「本当の
人生」を描こうとしているように見えるが、
実はこの作品では 50～60 年代にかけて書か
れた自作からの引用が多用されている。つま
り作家の実人生が自作の引用からなる生と
して描かれているのであって、これはデュレ
ンマットの『素材』の趣向から遠いものでは
ない。 
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